第３学年道徳指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　平成27年11月12日　木曜日  第５時
                                        　　　　　　
１　主　題　名　　　よりよい社会　Ｃ－(１０)
２　主題設定の理由
　(1) 価値観
私は公徳心を、人と人とが気持ちよく生活していく上でのマナーととらえている。人は決して一人では生きていけない。親や友達、地域の方々などに支えられて生活が成り立っている。その人たちと協力し合い、助け合うことで今の自分がある。そのために、なくてはならないものであると感じている。しかし、私自身振り返ってみると視野が狭く、心のどこかで「この程度ならいいか」と思ってしまい、適切な行動が取れずにいることもある。それは利己的に考えてしまっているからだろう。生徒とともに、広い視野をもち自らの利益を優先するのではなく、他者を優先させるために必要なことについて考えていきたい。
　(2) 生徒観
クラスメイトが困っているときに協力しようとする姿勢や、本校で実施している街角ボランティアへの参加の様子などから、社会に出て生活をしていく中で「これが正論だ」と理解している生徒が大半である。しかし、日頃の言動を観察してみると、ルールがあるから仕方がないと考えている生徒が多くいる。一歩社会に出れば、人の考え方は十人十色。そのような人たちとどのように向き合って生活していくのか。また、日常の生活の中で指導してきたマナー等について、どこまで真剣に考えることができるのか。これから生活していく中で大切なものに正面から向き合っている状態とは言えない。
　(3) 資料観
本資料は、釣り人から料金を徴収する当番の松造が、八郎じいさんに釣り料金を請求する。しかし、料金が300円に値上げされたことを知らなかった八郎じいさんは、料金を支払えなかったため釣りをすることを諦める。後日、八郎じいさんは市長に対して、年金生活者からすると釣りをするたびに料金を支払うことがつらいと訴える。そのことがきっかけで市が釣り料金を負担し、更に漁業組合としても何かできることをとサービスを考えるが、松造の心によどみが残るという内容である。資料の中で松造が思う『心の底のよどみ』とは何かを考えさせ、そして自己中心的な態度を改め、弱者への配慮の気持ちを考えさせ、これからの生活の中で広い視野をもたせるきっかけにしていきたい。
３　本時のねらい
　　ｏ松造の思う『心の底のよどみ』を考えさせることで、公徳心について考えさせる。
４　準備・資料　
　　ｏ中心資料名「油が淵の釣り人」　出典「明るい人生」（愛知県教育振興会）
　　ｏ教師・・・明るい人生、油が縁の写真、振り返り用紙
５　関　　　連
　　１年　道徳　「無人のスタンド」（明るい人生）
　　２年　道徳　「傘の下」（明るい人生）
６　指導の力点
	《わかりやすく・面白いと感じられる授業にするために》

ｏ『心の底のよどみ』を明らかにすることを本時の中心課題にすえ、丁寧にかつ十分時間をかけて　考えさせること、全体で考えることが難しいと判断した場合にはグループ学習も取り入れたい。


７　指導過程
	段 階
	学　　習　　活　　動
	時 間
	指 導 上 の 留 意 事 項

	導　　入
	１　資料への興味付けを行う。
　ｏ教師から本資料についての説明を聞き、資料の概要をつかむ。

	３
	ｏ資料が長文のため、事前に資料を読ませておく。
ｏ油が淵の写真を見せて地元であるこ　とを伝え、関心を持たせる。

	展　　　　　　　　　開
	２　資料について話し合う。

・八郎じいさんのバカやろう。どうして自分に何も言ってくれなかったんだ。
　・八郎じいさんの生活はそんなに苦しかったんだ。

＜よどみとは何かを知る＞
　・流れずにたまっている様
　・底に沈んでいること
　・どんより濁っていること
＜八郎じいさんの要望に応えたにもかかわらずよどみが残った理由を考える＞
　・市長から言われる前に気づけなかった自分の姿勢。
　・自己の利益のみを考えて、弱者への配慮が欠けたことが指摘されるまで気づかなかったこと。
　・この提案が解決につながらないから。
＜『心の底のよどみ』とは何だろう＞
　・自分の都合だけで物事を考えること。
　・社会全体のことが考えられないこと。

	30
	ｏ八郎じいさんの楽しみを奪ってし
　まったことをおさえる。
ｏ八郎じいさんのため、そして油が淵　を利用する人のために、いろいろな　アイデアを出して実行することに　　なったことを踏まえて中心発問につ
　なげる。
ｏ全体に投げかけて、生徒の反応が悪い　場合にグループ学習を取り入れる。グ　ループは４人を単位としたい。
ｏある程度の時間を設定し、個人で意　見をもつことができなかった生徒に　意見をもたせられるようにする。で　きれば自身の在り方を振り返って、　後悔や反省があることに気づかせた　い。
ｏグループでの話合いを取り入れた　場合は、全体で改めて考えさせる。


	展　　　　開
	
・八郎じいさんのような人たちの気持ちを考え、思いやりをもって生活する。
・八郎じいさんのような人たちの　　立場になって考え、市役所より　　も先に行動を起こす。

・今の仕事をしている以上、八郎じいさんのような人たちとの関わりは切れないので、新しい仕事を探す。
・自分たちの生活を守るために、社会へ働きかける。
	38
	ｏ人は一人で生きているのではなく、　多くの人々に支えられていることを　おさえ、社会の一員としての在り方　を考えさせたい。



	
	
・弱者に配慮していくこと。
　　・他人を思いやる気持ち。
・よりよい社会の実現を願う気持　　ち。
	45
	ｏ今回の経験を忘れず、胸に刻むため
　大切にすべきことを確認する。

	ま　と　め
	４　話合いを通して気づいたこと、考えさせられたことをまとめる。
　　ｏ生真面目で自分に与えられた役割　　を精一杯に取り組もうとする人な　　のに、何か気分が晴れないという　　お話でしたが、どんなことを考え　　ましたか。
ｏ振り返り用紙に自分の考えをまとめる。

	50
	評　これまでの自分を振り返り、社会　と自身の関わりについて考えること　ができる。　　　　 （振り返り用紙）



８　本時の評価
ｏよりよい社会の実現に向けて、利己的な考え方にとらわれることなく、社会の一員としての在り方を考えることの大切さに気づく。　　　　　　　　　（振り返り用紙）
９　備考

(1) 資料の分析
	出来事・場　面
	
	松造の心

	松造に釣り人から料金を徴収する当番が
 回ってくる。
	
	・自分たちの生活がかかっているので
　責任をもって仕事に取り組まなけれ
　ばいけない。

	↓
	
	↓

	釣りをしていた八郎じいさんから料金を
 徴収しようとするが値上げをしらなかっ
 たので１００円で勘弁してほしいと懇願
 される。
	
	・そんなことを言われても困る。
・他の釣り人の目が気になる。
・漁業組合の規則だから許してはいけ
  ない。

	↓
	
	↓

	八郎じいさんが道具を片付けて、釣りを
 やめる。
	
	・自分の責任をしっかりと果たした。
・何か悪いことをしたような気分に
　なった。

	↓
	
	↓

	また、当番が回ってきたときに八郎じい
 さんが釣りをしている。
	
	・料金の徴収をうまく見逃してやろう
  と思った。

	↓
	
	↓

	八郎じいさんが市長に手紙を書いたため
 市役所から漁業組合に釣り料金の負担を
 したいと申入れがある。
	
	・市が金を出してくれるなんてこんな
　うまい条件はないと思った。
・八郎じいさんが釣りをする姿を思い
　浮かべ胸が痛んだ。

	↓
	
	↓

	八郎じいさんの要望に応える。
	
	・心の底によどみが残った。


　(2) 板書計画

(2) 板書計画
市長への手紙を読んだ松造は、どんなことを考えたのだろう。


『よどみ』の正体を考えよう。


『よどみ』を解消していくために、松造は今後どんな生き方をしていくのだろう。


『よどみ』を解消していくために、松造は今後どんな生き方をしていくのだろう。


そうした生き方をしていく上で大切にすべきことは何なのだろう。


そうした生き方をしていく上で大切にすべきことは何なのだろう。


道徳


     油が淵の釣り人


 写真


   ○松造→市長への手紙


    　・八郎じいさんはどうして自分に何も言っ　　　　　　てくれなかったんだ。


　　　・八郎じいさんの生活は苦しかったんだ。


　松造→様々な要望に応えたがよどみが残った。


   ○よどみの正体を考えよう


     ①よどみの意味は？


　　　　 ・流れずにたまっている


         ・底に沈んでいる


         ・どんより濁っている


     ②要望に応えたのにどうして？


        ・市長から言われる前に気づけなかった


        ・自己の利益のみを考えて弱者への配慮　　　　　　が欠けたことを指摘されるまで気づか　　　　　　なかった


     ③ズバリ、よどみとは？


        ・自分の都合で物事を考えること


　　　　・社会全体のことが考えられないこと


   ○どんな生き方をしていくのだろう。


        ・思いやりを持って行動する


        ・市役所よりも先に行動を起こす


        ・仕事を辞める


   ○大切にすべきことは何なのだろう。


        ・弱者に配慮していくこと


　　　　・他人を思いやる気持ち











